
(

１)

調
査
の
対
象
学
年
お
よ

び
対
象
児
童
・
生
徒

ア
　
市
立
小
学
校
第
５
学
年

児
童
全
員

イ
　
市
立
中
学
校
第
２
学
年

生
徒
全
員

(

２)

調
査
方
法
お
よ
び
調
査

教
科
・
内
容
…
【
小
学
校
】
国

語
・
算
数
・
社
会
・
理
科
の
学

力
定
着
状
況
【
中
学
校
】
国

語
・
数
学
・
英
語
・
社
会
・
理

科
の
学
力
定
着
状
況

(

３)

実
施
日
…
平
成
18
年
１

月
17
日
（
火
）

(

１)

結
果
概
要

今
回
の
調
査
に
お
け
る
小
学

校
第
５
学
年
、
お
よ
び
中
学
校

第
２
学
年
の
学
力
定
着
状
況

は
、
表
１
の
と
お
り
で
し
た

（
各
教
科
平
均
値
に
よ
る
）。

な
お
、
個
々
の
観
点
別
の
学

力
定
着
状
況
で
は
、
各
教
科
と

も
改
善
す
べ
き
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

(

２)

学
習
に
関
す
る
意
識
調

査
の
結
果
概
要

ア
　
授
業
の
楽
し
さ
・
内
容

理
解
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

授
業
が
「
楽
し
い
」
「
少
し
楽

し
い
」
、
授
業
の
内
容
が
「
よ

く
分
か
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
分
か
る
」
と
回
答
し
た
児

童
・
生
徒
は
、小
学
校
約
80
％
、

中
学
校
約
60
％
。
中
学
校
は
、

年
々
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

イ
　
授
業
の
内
容
が
分
か
る

要
因
に
つ
い
て
回
答
し
た
割
合

が
高
い
項
目
は
、
小
学
校
が

「
先
生
の
教
え
方
」「
自
ら
学
び

考
え
る
・
体
験
的
な
学
習
方

法
」「
宿
題
を
き
ち
ん
と
や
る
」、

中
学
校
は
「
先
生
の
教
え
方
」

「
自
主
的
・
体
験
的
な
学
習
方

法
」「
繰
り
返
し
学
習
」「
塾
や

家
庭
で
の
学
習
」で
あ
り
ま
す
。

ウ
　
日
常
の
生
活
面
や
行
動

面
等
に
つ
い
て
　

◎
読
書
量
…
「
毎
日
少
な
く

と
も
30
分
以
上
」
は
小
学
校
約

35
％
、
中
学
校
約
25
％
。
小
学

校
は
増
加
。

◎
朝
食
…
「
必
ず
と
る
」

「
た
い
て
い
と
る
」
は
、
小
・

中
学
校
と
も
に
約
90
％
程
度
。

◎
学
校
に
持
っ
て
い
く
物
の

準
備
…
「
確
か
め
る
」
「
た
い

て
い
確
か
め
る
」
は
、
小
・
中

学
校
と
も
に
約
80
％
程
度
。

◎
身
辺
自
立
…
「
自
分
で
し

て
い
る
」
「
た
い
て
い
し
て
い

る
」
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に

約
80
％
程
度
。

◎
根
気
強
さ
…「
そ
う
思
う
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
は
小
学
校
で
約
60
％
、
中

学
校
で
約
50
％
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
…

「
経
験
あ
り
」
は
小
学
校
約

97
％
、
中
学
校
約
78
％
。

◎
将
来
…
「
人
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う
」
は
、
小
・
中

学
校
と
も
に
約
80
％
程
度
。

エ
　
日
常
の
生
活
面
や
行
動

面
等
と
各
教
科
の
平
均
正
答
率

と
の
関
連
に
つ
い
て

◎
朝
食
を
と
る
、
学
校
へ
の

持
ち
物
を
確
か
め
る
、
自
分
で

身
の
回
り
の
こ
と
を
す
る
な
ど

の
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
教
科
の
平
均

正
答
率
は
高
い
。

◎
根
気
強
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
（
手
伝
い
含
む
）
を
続

け
て
い
る
、
人
の
た
め
に
役
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
教
科
の
平
均
正
答
率
は

高
い
。

◎
本
を
毎
日
１
〜
２
時
間
読

む
児
童
・
生
徒
の
教
科
の
平
均

正
答
率
は
高
く
、
こ
れ
ら
の
調

査
結
果
は
、
過
去
２
年
間
、
同

様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

(

１)

楽
し
い
授
業
、
分
か
る

授
業
の
創
造

ア
　
学
習
の
め
あ
て（
目
標
）

を
明
確
に
し
ま
す
。

イ
　
児
童
・
生
徒
の
学
習
意

欲
を
喚
起
す
る
導
入
場
面
や
教

材
等
を
工
夫
し
ま
す
。

ウ
　
学
ん
だ
こ
と
を
確
か
め

る
時
間
の
確
保
と
自
己
評
価
に

努
め
ま
す
。

(

２)

主
体
的
な
学
習
活
動
の

工
夫ア

　
自
分
で
調
べ
た
り
、
考

え
た
り
す
る
活
動
の
機
会
を
設

定
し
ま
す
。

イ
　
体
験
的
、
問
題
解
決
的

な
学
習
活
動
を
工
夫
し
ま
す
。

ウ
　
教
科
の
特
性
を
生
か
し

た
多
様
な
学
習
活
動
を
工
夫
し

ま
す
。

(

３)

個
に
応
じ
た
指
導
の
充

実
ア
　
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
の

程
度
に
応
じ
た
指
導
を
工
夫
し

ま
す
。

イ
　
つ
ま
ず
き
を
見
つ
け
、

解
決
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
ま

す
。ウ

　
補
充
的
な
学
習
、
発
展

な
学
習
な
ど
、
少
人
数
指
導
を

活
用
し
た
組
織
的
な
指
導
を
充

実
し
ま
す
。

(

１)

授
業
改
善
研
究
会
を
中

心
に
教
科
別
研
究
授
業
の
公

開
、
協
議
会
の
実
施
に
よ
り
授

業
改
善
を
図
り
、
全
校
へ
の
成

果
の
普
及
と
啓
発
に
努
め
ま

す
。

(

２)

東
久
留
米
市
教
育
委
員

会
指
導
室
訪
問
・
東
京
都
教
育

委
員
会
訪
問
を
全
校
で
実
施

し
、
授
業
観
察
を
通
し
授
業
改

善
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

(

３)

「
授
業
改
善
推
進
プ
ラ

ン
」
を
全
校
で
作
成
し
、
分
析

結
果
を
基
に
指
導
の
課
題
と
改

善
策
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
指
導
方
法
の
改
善
と
評
価

方
法
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年

11
月
初
旬
か
ら
12
月
初
旬
の
１

カ
月
間
を
「
人
権
尊
重
推
進
月

間
」
と
し
、
学
校
に
お
け
る
人

権
教
育
を
一
層
充
実
す
る
よ
う

各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
感
覚
を
磨
き
、
人
権
教

育
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
教
育
管
理
職
と

教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

４
回
に
わ
た
り
集
中
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
三
鷹
）
所

長
の
廣
瀬
誠
人
氏
や
金
子
み

さ
ら
に
毎
年
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
人
権
尊
重
・
人
権
意
識
の

高
揚
を
目
指
し
て
、
人
権
に
か

か
わ
る
ポ
ス
タ
U
、
作
文
・
標

語
の
作
品
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
は
市
立
小
・
中
学

生
か
ら
昨
年
を
４
０
０
点
超
え

る
３
７
７
８
点
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
作
品
か
ら

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
へ

の
対
応
が
示
さ
れ

た
り
、
い
じ
め
を

な
く
す
た
め
の
具

体
的
な
呼
び
か
け

の
標
語
・
ポ
ス
タ

U
が
多
く
出
品
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
ふ

だ
ん
は
人
権
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、

作
品
の
制
作
を
通

じ
て
は
じ
め
て
人

権
と
い
う
こ
と
の

意
味
を
考
え
た
」

「
人
権
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と

は
思
い
や
り
の
心

を
も
っ
て
人
と
接

す
ゞ
記
念
館
長
の
矢
崎
節
夫
氏

を
講
師
に
、
若
者
の
雇
用
環
境

や
金
子
み
す
ゞ
の
作
品
を
通
し

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
た
」

な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

す
。去

る
12
月
９
日
に
行
わ
れ
た

「
人
権
週
間
の
市
民
の
つ
ど
い
」

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。
ま

て
、
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
得
ま
し
た
。

た
、
作
文
の
受
賞
者
の
代
表
が

当
日
、作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

な
お
、
第
２
部
で
は
「
生
徒
・

学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
U
ジ
」
と

題
し
て
、
西
中
学
校
の
生
徒
が

群
読
を
、
そ
し
て
南
中
学
校
の

生
徒
が
合
唱
を
、
さ
ら
に
東
中

学
校
の
生
徒
が
和
太
鼓
の
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
指
導
室
ò
４
７

０
・
７
７
８
１
へ
。

２平成１９年１月７日

小 学 校

中 学 校

東 京 都

東久留米市

東 京 都

東久留米市

8 2 . 2

8 2 . 9

7 6 . 9

7 6 . 9

7 4 . 1

7 3 . 9

7 1 . 8

7 1 . 9

7 2 . 3

7 4 . 6

7 7 . 9

7 8 . 5

7 4 . 3

7 3 . 9

7 7 . 0

7 6 . 7

7 9 . 5

7 9 . 4

国 語
算 数

（ 数 学 ）
英 語 社 会 理 科

〈表1〉結果概要（各教科平均値）

市 長 賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞

勝田愛里菜
関　満里南
藤 田 恭 嘉
高 橋 秋 穂
山田桃太郎
籔 田 雄 基

下里中学校３年
第一小学校１年
第五小学校２年
第五小学校６年
神宝小学校３年
下里中学校３年

東中学校３年
第一小学校５年
第二小学校６年
第五小学校６年
第七小学校５年
本村小学校６年

秋 山 千 晶
榎 本 稜 哉
橋 本 穂 香
熊 倉 　 柾
杉 山 玄 貴
三 明 悠 香

市 長 賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞

渡邊久瑠美
石 井 俊 介
佐々木千英
保 田 駿 輔
菊池なつみ
勝田愛里菜

下里中学校２年
第三小学校６年
第八小学校４年
大門中学校２年
下里中学校２年
下里中学校３年

市 長 賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞
教育長賞

〈表2〉平成18年度人権尊重推進月間 児童・生徒作品
市長賞・教育長賞受賞者一覧

（作文部門）

（ポスター部門）

（標語部門受賞者）

賞 学　校　名 氏　　名

賞 学　校　名 氏　　名

賞 学　校　名 氏　　名

※敬称略

学
力
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

市教育委員会では、各教科の学習指導要領に

示された目標や内容の実現状況を把握し、それ

を指導方法の改善に結び付けることにより、児

童・生徒一人ひとりの「確かな学力」の一層の

定着に生かすことを目的として、「児童･生徒の

学力向上を図るための調査」を昨年１月に実施

しました。その結果の概要と今後の対応策につ

いてお知らせします。

詳しくは指導室ò470・7781へ。

《

調

査

結

果

》

《
授
業
改
善
の
視
点
》

《
今
後
の
具
体
的
施
策
》

《

調

査

の

内

容

》

児

童

・

生

徒

の

作

品

を

募

集

人

権

教

育

集

中

研

修

会

いじめや学校生活で悩んでいることがあれば、

一人で悩まないで、市教育委員会の教育相談室

にご相談ください。

児童・生徒の皆さんと保護者の方が

ご利用できます。

★教育相談室（面接・電話相談）

＜中央相談室（教育センター内）＞

ò473・3667

火曜日から土曜日のいずれも午前10時～午後５時

＜滝山相談室（西中隣）＞

ò475・8909

月曜日～金曜日のいずれも午前10時～午後５時

平成17年度

獣医の先生からウサギやニワトリの飼

育方法を学びました（第九小・４年生）

ひがしくるめは

どうかな？

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん


